
動物をとおしてヒトを知る：
比較認知行動学への招待

生活健康学コース主催 ライフサイエンスセミナー

ライフサイエンスセミナーは、生体の機能や構造に関する研究を基礎から最前線までわかりやすく
解説するセミナーです
教職員、大学院生、学部学生、どなたでも興味のある方は是非ご参加ください（学内者に限ります）

講師： 山本 真也 先生
京都大学高等研究院・ 京都大学野生動物研究センター 准教授

日時： 2024/10/29(火) 16:30～17:30

場所： E109

主催：生活環境学部心身健康学科生活健康学コース

（18:00まで延長の可能性あり） 

連絡先：
横山ちひろ (生活健康学コース） 電話 20-3965
E-mail: chihiro@cc.nara-wu.ac.jp

進化の隣人であるチンパンジーとボノボ、ヒト社会の隣人とも言えるイヌ・ネコ・ウマ

など、認知研究とフィールドワークの両方を通して知性の進化の謎に取り組んでいます。
究極の研究テーマは「人間とは何か」を知ること。人間性の進化：その過去だけでなく、
未来にも目を向けています。とくに社会の中で発揮される知性である社会的知性に関心を
もっており、主なキーワードは、共感・絆形成・協カ・文化・集団社会です。世界各地で戦争・
紛争が起こっていますが、進化的・比較行動学的観点から人間性を深く理解することで、
平和共存社会の実現に寄与したいと考えています。近年は対象動物の幅をさらに広げ、
ヒトと動物のよりよい共生社会の実現に向けた実践的取り組みもおこなっています。
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